
 アクイア認定 

 バックエンドスペシャリスト - Drupal 9 

 学習ガイド 

 本資料は「アクイア認定バックエンドスペシャリスト - Drupal 9」試験の学習ガイドです。この 
 ガイドでは、試験の構成とトピックの解説、試験で出題される問題の性質を理解することに役 
 ⽴ちます。 

 1.  試験概要 
 2.  試験取得までの道のり 
 3.  試験ドメイン 
 4.  ⾃⼰評価 
 5.  試験の準備 
 6.  リソース集 
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 1. 試験概要 

 試験名  ：  アクイア認定バックエンドスペシャリスト - Drupal 9 
 試験時間 ：  90分 
 受験料  ：  350ドル 
 問題数  ：  60問 
 合格ライン：  70% 

 アクイア認定バックエンドスペシャリストは、バックエンド開発（コーディング）の分野にお 
 けるDrupal開発者のスキルおよび知識の検証を⽬的としています。 この試験はDrupal 9をベー 
 スとしています。 

 この試験は、受験者の次の能⼒を検証します。 

 ●  Drupal 9をベースとしたソリューションの設計、開発、デプロイ 
 ●  バックエンド開発に関するDrupalコアの基本的なアーキテクチャに関するベストプラク 

 ティスの理解 
 ●  新規のDrupal 9モジュールの開発、実装 
 ●  既存のDrupal 9モジュールのカスタマイズと拡張 

 このレベルで必要となる基本的な知識およびスキルには、次のエリアおよび対象コンポーネン 
 トがすべて含まれます。 

 ●  Drupalテクノロジーを⽤いた専⾨的な経験 
 ●  Drupalサイトのセットアップと構成 
 ●  新規モジュールの開発や既存モジュールのカスタマイズ 
 ●  HTML、CSS、JavaScript/jQuery、オブジェクト指向PHPに関する知識 
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 2. 認定取得までの道のり 

 Drupal⼊⾨コースを受講する 

 試験を受験予定の全ての⽅は、Acquia AcademyのDrupal⼊⾨コースに  無料でアクセス  でき  ま 
 す。Drupal開発者向けに次のコースを提供しています。Acquia Academyにログインしてご活⽤ 
 ください。 

 ●  Drupal 9 Site Building 
 ●  Drupal Layout/Theming Training 
 ●  Drupal 9 Module Development 

 コースを受講した後は、コースで学んだ概念を補強するために、⾃分で⼩さなウェブサイトを 
 構築してみましょう。 

 実務経験を積む 

 コースを修了したからといって、認定試験を受ける準備ができているとは限りません。試験を 
 受験するためには、いくつかの実務経験が必要です。少なくとも2〜3のプロジェクトに取り組 
 み、実務経験を積むことをお勧めします。 

 ⾃⼰評価を⾏う 

 試験を受けることを決めたら、試験でカバーされている領域とトピック、およびそれらの相対 
 的な重みを勉強することをお勧めします。また、試験の構成でカバーされているドメイン/ト 
 ピックに対して、⾃分の得意分野と不得意分野の  ⾃⼰評価  を⾏う必要があります。これは経験 
 豊富なDrupal開発者にお勧めの出発点です。 

 学習ガイドを活⽤する 

 ⾃⼰評価に基づいて、いくつかのドメインやトピックの知識や経験を得る必要があるかもしれ 
 ません。Drupalを学ぶ最善の⽅法は、実際に作業したり、実験したりすることです。本ガイド 
 の  試験の準備  や  リソース集  が参考になります。 

 試験を受ける 

 この段階で、あなたは試験を受ける準備ができているはずです。  アクイア認定 受験⽅法  のペー 
 ジにアクセスして受験⽅法を確認します。 
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https://www.acquia.com/jp/blog/how-to-use-acquia-academy
https://www.acquiaacademy.com/learn/course/669/drupal-9-site-building?generated_by=16849&hash=0221583a8da827cb669042c7cf780090eba0d7b6
https://www.acquiaacademy.com/learn/course/1017/drupal-layouttheming-training?generated_by=16849&hash=583144f311aca380fbe58761100a56c3cb6b96fd
https://www.acquiaacademy.com/learn/course/583/drupal-9-module-development?generated_by=16849&hash=0b5dbc9bdb88612e69402d5b442290018e711977
https://www.acquia.com/jp/support/training-certification/acquia-certification/how-to-take


 3. 試験ドメイン 

 ドメイン  配分 

 1.0 基本的なウェブ開発概念  17% 

 2.0 Drupal Core API  33% 

 3.0 コードのデバッグおよびトラブルシューティング  7% 

 4.0 テーマのインテグレーション  10% 

 5.0 パフォーマンス  13% 

 6.0 セキュリティ  13% 

 7.0 コミュニティの活⽤  7% 

 合計  100% 
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 4. ⾃⼰評価 

 試験のドメインとトピックに関して、スキルと専⾨知識の⾃⼰評価を⾏うことをお勧めしま 
 す。各トピックに対して、あなたのスキルを0〜10段階でランク付けします。知識や経験が全く 
 ない場合は0を、そのトピックを完全にマスターしている場合は10とします。 

 ドメイン  トピック  スコア 

 1  基本的なウェブ開発概念 

 1.1  HTML、CSS およびJavaScriptに関する知識を実証 

 1.2  PHPオブジェクト指向プログラミングの概念に関する知識を実証 

 1.3  Composerを⽤いた依存関係管理に関する知識を実証 

 1.4  バージョン管理におけるGitの使⽤を実証 

 1.5  ⾃動テスト概念に関する知識を実証 

 2  Drupal Core API 

 2.1  ルーティングシステムやMenu APIを使⽤して、DrupalでのURLリクエス 
 トの処理⽅法を定義するためのパスを登録する能⼒を実証 

 2.2  Form APIを使⽤してフォームを構築、変更、検証、送信する能⼒を実証 

 2.3  Entity APIを使⽤してエンティティシステムとの対話能⼒を実証 

 2.4  Drupalの機能を構築・拡張するためのコアAPIを使⽤する能⼒を実証 

 3  コードのデバッグとトラブルシューティング 

 3.1  コードのデバッグ能⼒を実証 

 3.2  サイトに関する問題のトラブルシューティング能⼒を実証 

 4  テーマのインテグレーション 

 4.1  Render APIやJavaScript APIを使⽤してDrupalのテーマシステムと連携す 
 る能⼒を実証 

 4.2  Twigのテンプレートおよび構⽂を使⽤する能⼒を実証 

 5  パフォーマンス 

 5.1  サイト構成により発⽣するサイトパフォーマンスの問題の分析、解決能 
 ⼒を実証 
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 5.2  カスタムコードにより発⽣するサイトパフォーマンスの問題の分析、解 
 決能⼒を実証 

 5.3  Cache APIを⽤いたDrupalキャッシュ戦略の実装 

 6  セキュリティ 

 6.1  サイト構成により発⽣するセキュリティの問題の分析、解決能⼒を実証 

 6.2  カスタムコードにより発⽣するセキュリティの問題の分析、解決能⼒を 
 実証 

 6.3  Drupalコアのセキュリティメカニズムの実装能⼒を実証 

 7  コミュニティの活⽤ 

 7.1  コミュニティに貢献する能⼒を実証 

 7.2  Drupalコーディング規約を⽤いたコーディング能⼒を実証 
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 5. 試験の準備 

 準備が必要なトピックのリストができたら、次の2つの課題に直⾯することになります。 

 1.  トピックのための⽂書や知識のリソースを探して勉強する 
 2.  学ぶべきトピックを網羅した⼗分な実践的なケーススタディを⾒つける 

 知識リソース 

 ⼊⾨的なDrupalトレーニングを、ドキュメントとオンラインリソースで補うのは良い考え⽅で 
 す。本ガイドの  リソース集  に、各学習領域のオンラインリソースとドキュメントのリストがあ 
 ります。 

 実践的なケーススタディ 

 2つ⽬の課題は、トピックをカバーする⼗分な実⽤的な事例を⾒つけることです。ここでは、準 
 備のための事例を⾒つけるためのいくつかのアイデアと提案を紹介します。 

 バックエンド開発 

 バックエンド開発やモジュール開発に携わったことがない場合、この試験の準備は困難な作業 
 になる可能性があります。⾮常に複雑なモジュールや、要件やユースケースに固有である可能 
 性があるため、あなたのチームが開発したモジュールのコードを調査することは役に⽴つ場合 
 と役に⽴たない場合があります。この試験では、DrupalのAPI、コアプラグインシステム、およ 
 びそれらのアプリケーションを総合的に理解している必要があります。 

 このドメインの準備のために、モジュール開発の有償トレーニングに参加したり、シンプルな 
 モジュールを⾃作することをお勧めします。 

 独学で学習している場合は、モジュールのサンプルコードが詰まっている  Examples for 
 Developersモジュール  も参考になると思います。このモジュールでは、4.1項と4.2項でカバー  さ 
 れているDrupal APIやコンセプトについて、⾼度にドキュメント化された作業コードのスニ 
 ペットを提供しています。 
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https://drupal.org/project/examples
https://drupal.org/project/examples


 6. リソース集 

 Drupal開発のために知っておくべきツール 

 Drupalコーディング規約 

 Drupalコミュニティで適⽤されている  コーディングのベストプラクティスと規約の概要  です。 

 これらのコーディング規約は、Drupalの開発中にコードが⽣成される可能性のあるすべての領 
 域について詳細に記述されており、コミュニティで広く確⽴されたベストプラクティスを表し 
 ています。これらのベストプラクティスに従うことで、開発がよりスムーズに進み、Drupalコ 
 アやモジュールへの貢献がより容易に受け⼊れられるようになります。アクイアのテクニカル 
 サポートを利⽤してプロジェクトに取り組んでいる場合、これらはプルリクエストが遵守しな 
 ければならないコーディング基準です。 

 Drush 

 Drush  はDrupalサイト開発の基本的なスキルと考えられています。 

 トピック別 参照資料 

 1.0 基本的なウェブ開発概念 

 1.1 HTML、CSS およびJavaScriptに関する知識を実証 

 ●  開発者のためのWebテクノロジー (Mozilla) 
 ●  HTML5 Doctor 
 ●  Webplatform.org 
 ●  CSS-Tricks 
 ●  *.libraries.ymlを介したアセットの追加 
 ●  JavaScript API 

 1.2 PHPオブジェクト指向プログラミングの概念に関する知識を実証 

 ●  CodePen 
 ●  PHP.net 
 ●  JavaScript (Mozilla) 
 ●  jQuery API 

 1.3 Composerを⽤いた依存関係管理に関する知識を実証 

 ●  Composerを使⽤する 
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https://www.drupal.org/docs/develop/standards
https://www.drush.org/
https://developer.mozilla.org/en-US/docs/Web
http://html5doctor.com/
http://www.webplatform.org/
https://css-tricks.com/almanac/
https://www.drupal.org/docs/8/theming-drupal-8/adding-stylesheets-css-and-javascript-js-to-a-drupal-8-theme
https://www.drupal.org/docs/8/api/javascript-api/javascript-api-overview
http://codepen.io/
http://php.net/
https://developer.mozilla.org/en-US/docs/Web/JavaScript
http://api.jquery.com/
https://www.drupal.org/docs/develop/using-composer


 1.4 バージョン管理におけるGitの使⽤を実証 

 ●  チュートリアル：GitでBitbucketを理解する 
 ●  Gitワークフロー 

 1.5 ⾃動テスト概念に関する知識を実証 

 ●  ⾃動テスト 
 ●  ⾃動テスト (Drupal API) 

 2.0 Drupal Core API 

 2.1 ルーティングシステムやMenu APIを使⽤して、DrupalでのURLリクエストの処理⽅法を定義 
 するためのパスを登録する能⼒を実証 

 ●  カスタムモジュールの作成 
 ●  背景と前提知識 - カスタムモジュールの作成 
 ●  名前空間 
 ●  Drupal 8におけるPSR-4の名前空間とオートローダー 
 ●  名前空間 概要 (PHP.net) 

 2.2 Form APIを使⽤してフォームを構築、変更、検証、送信する能⼒を実証 

 ●  Form API 

 2.3 Entity APIを使⽤してエンティティシステムとの対話能⼒を実証 

 ●  Entity API 

 2.4 Drupalの機能を構築・拡張するためのコアAPIを使⽤する能⼒を実証 

 ●  public static function Drupal::service 
 ●  core.services.yml 
 ●  Block API 概要 
 ●  Cache API 
 ●  サービスと依存性注⼊ 
 ●  サービスと依存性注⼊コンテナ 
 ●  Plugin API 
 ●  views.api.php 
 ●  全てのDrupal API⼀覧 
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https://support.atlassian.com/bitbucket-cloud/docs/tutorial-learn-bitbucket-with-git/
https://www.atlassian.com/git/tutorials/comparing-workflows
https://www.drupal.org/docs/automated-testing
https://api.drupal.org/api/drupal/core!core.api.php/group/testing/
https://www.drupal.org/docs/creating-custom-modules
https://www.drupal.org/docs/creating-custom-modules/getting-started-background-prerequisites
https://www.drupal.org/node/1353118
https://www.drupal.org/node/2156625
https://www.php.net/manual/en/language.namespaces.rationale.php
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/form-api
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/entity-api
https://api.drupal.org/api/drupal/core!lib!Drupal.php/function/Drupal%3A%3Aservice/
https://api.drupal.org/api/drupal/core%21core.services.yml/9.3.x
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/block-api/block-api-overview
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/cache-api
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/services-and-dependency-injection
https://api.drupal.org/api/drupal/core!core.api.php/group/container/
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/plugin-api
https://api.drupal.org/api/drupal/core%21modules%21views%21views.api.php/9.3.x
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis


 3.0 コードのデバッグとトラブルシューティング 

 3.1 コードのデバッグ能⼒を実証 

 ●  開発ツール 
 ●  Xdebugによるデバッグ 

 3.2 サイトに関する問題のトラブルシューティング能⼒を実証 

 ●  Develモジュール 
 ●  トラブルシューティング 
 ●  Drupalのトラブルシューティング 

 4.0 テーマのインテグレーション 

 4.1 Render APIやJavaScript APIを使⽤してDrupalのテーマシステムと連携する能⼒を実証 

 ●  Drupalのテーマ開発 
 ●  *.libraries.ymlを介したアセットの追加 
 ●  JavaScript API 概要 

 4.2 Twigのテンプレートおよび構⽂を使⽤する能⼒を実証 

 ●  DrupalのTwig 
 ●  Twigテンプレートのデバッグ 

 5.0 パフォーマンス 

 5.1 サイト構成により発⽣するサイトパフォーマンスの問題の分析、解決能⼒を実証 

 ●  Drupal 8を⾶ばす 

 5.2 カスタムコードにより発⽣するサイトパフォーマンスの問題の分析、解決能⼒を実証 

 ●  Drupalのプロファイリング 

 5.3 Cache APIを⽤いたDrupalキャッシュ戦略の実装 

 ●  Cache API 
 ●  Cache API (Drupal API) 
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https://www.drupal.org/docs/develop/development-tools
https://www.drupal.org/docs/develop/development-tools/xdebug-debugger
https://www.drupal.org/project/devel
https://www.drupal.org/troubleshooting
https://www.drupal.org/docs/troubleshooting-drupal
https://www.drupal.org/docs/theming-drupal
https://www.drupal.org/docs/8/theming-drupal-8/adding-stylesheets-css-and-javascript-js-to-a-drupal-8-theme
https://www.drupal.org/docs/drupal-apis/javascript-api/javascript-api-overview
https://www.drupal.org/docs/theming-drupal/twig-in-drupal
https://www.drupal.org/docs/theming-drupal/twig-in-drupal/debugging-twig-templates
https://dri.es/making-drupal-8-fly
https://www.drupal.org/docs/develop/profiling-drupal
https://www.drupal.org/docs/8/api/cache-api/cache-api
https://api.drupal.org/api/drupal/core!core.api.php/group/cache/


 6.0 セキュリティ 

 6.1 サイト構成により発⽣するセキュリティの問題の分析、解決能⼒を実証 

 ●  Filterモジュール 概要 

 6.2 カスタムコードにより発⽣するセキュリティの問題の分析、解決能⼒を実証 

 ●  Drupalの安全なコードを書く 

 6.3 Drupalコアのセキュリティメカニズムの実装能⼒を実証 

 ●  Drupalのセキュリティ 

 7.0 コミュニティの活⽤ 

 7.1 コミュニティに貢献する能⼒を実証 

 ●  貢献エリア 

 7.2 Drupalコーディング規約を⽤いたコーディング能⼒を実証 

 ●  コーディング規約 

 本ガイドは以上になります。 
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https://www.drupal.org/docs/core-modules-and-themes/core-modules/filter-module/filter-module-overview
https://www.drupal.org/docs/security-in-drupal/writing-secure-code-for-drupal
https://www.drupal.org/docs/security-in-drupal
https://www.drupal.org/contribute
https://www.drupal.org/docs/develop/standards

